
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
節
電

夏の電力綱渡り

５月下旬から経産省は各地で「電力需給対策
セミナー」を開催し、節電の重要性を訴えた

官民連携で熱中症予防の声かけの輪を広
げる取り組み「熱中症予防声かけプロジ
ェクト」のキックオフミーティング

熱
中
症
予
防
に
配
慮

技
術
開
発
後
押
し

一次エネゼロの住宅

　　 ２０１１年 平成２３年 ７月２９日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
今
年
５
月
に
公
表
さ
れ
た

「
夏
期
の
電
力
需
給
対
策
に

つ
い
て
」
の
中
で
は
「
行
き

過
ぎ
た
節
電
は
、
熱
中
症
な

ど
の
健
康
被
害
を
生
じ
る
恐

れ
も
あ
る
た
め
、
節
電
啓
発

活
動
に
当
た
っ
て
は
健
康
へ

の
配
慮
に
つ
い
て
も
十
分
周

知
す
る
」
と
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
、
６
月
に
は
環
境

省
が
熱
中
症
予
防
情
報
の
同

省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト

で
の
提
供
、
同
省
や
民
間
企

業
な
ど
の
連
携
で
熱
中
症
予

防
の
声
か
け
の
輪
を
広
げ
る

取
り
組
み
「
熱
中
症
予
防
声

か
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　
７
月

日
に
は
、
西
日
本

で
も
電
力
供
給
の
余
裕
度
が

少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
関

西
電
力
管
内
で
７
月

日
か

ら
９
月

日
の
平
日
９
―

時
に
、
管
内
全
体
で
昨
夏
最

大
電
力
比

％
の
節
電
を
要

請
し
た
。
関
西
電
の
場
合

は
、
東
電
・
東
北
電
に
比
べ

て
西
日
本
の
他
の
電
力
会
社

か
ら
の
融
通
を
受
け
や
す
い

こ
と
や
、
す
で
に
関
西
地
域

の
自
治
体
な
ど
で
節
電
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考

慮
し
、
電
気
事
業
法
に
よ
る

強
制
措
置
は
含
ま
な
い
こ
と

と
し
た
。

　
東
日
本
地
域
で
小
口
需
要

家
向
け
に
使
っ
た
節
電
行
動

計
画
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
元

に
し
、
大
口
・
小
口
需
要
家

向
け
に
「
自
発
的
に
節
電
す

る
際
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

し
て
も
ら
う
」

資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁

方
針
だ
。
家
庭

向
け
の
対
応
や
、
需
給
が
逼ひ

っ

迫
し
た
時
の
緊
急
通
知
は
、

ぱ
く東

日
本
地
域
と
同
様
の
仕
組

み
と
す
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
基
本
路

線
を
定
め
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
」

年
６
月
閣

議
決
定

に

も
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
は

積
極
的
に
盛
り

込
ま
れ
て
い

る
。
産
業
部
門

で
は
設
備
更
新

時
に
最
先
端
技

術
を
導
入
し
、

最
新
の
製
鉄
技

術
実
用
化
や
ガ

ス
へ
の
燃
料
転

換
な
ど
の
開
発

・
導
入
を
推
進
。
家
庭
部
門

と
業
務
部
門
で
は
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
能
の
向
上
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ

っ
て
、
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
を
正
味
で
お
お

む
ね
ゼ
ロ
と
す
る
住
宅

Ｚ

Ｅ
Ｈ

や
ビ
ル

Ｚ
Ｅ
Ｂ

の
普
及
を
推
進
す
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

は
、
原
子
力
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
電
源
比
率
を

年

に
約

％

計
画
策
定
時
は

％

と
す
る
目
標
を
掲
げ

る
。
そ
し
て
目
標
達
成
の
た

め
に
、
原
子
力
設
備
を
少
な

く
と
も

基
以
上
、
新
増
設

す
る
と
し
て
い
る
。

　
福
島
原
発
事
故
の
発
生
に

よ
っ
て
、
こ
の
目
標
に
は
疑

問
が
持
た
れ
、
菅
直
人
首
相

は
現
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
を
白
紙
撤
回
し
て
再
検

討
す
る
と
明
言
。
計
画
自
体

が
宙
に
浮
い
た
状
態
と
な
っ

た
。
た
だ
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
推
進
自
体
に
は
正
面
を

切
っ
て
異
議
を
唱
え
る
勢
力

は
ほ
ぼ
な
く
、
再
検
討
に
当

た
っ
て
も
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
促
進
と
と
も
に
重

要
な
要
素
と
し
て
掲
げ
ら
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
各
地
の
原
子
力
発
電
所
は

安
全
基
準

ス
ト
レ
ス
テ
ス

ト

策
定
後
、
ま
だ
再
起
動

し
た
も
の
は
な
く
、
立
地
自

治
体
の
意
見
を
含
め
順
調
に

再
稼
働
で
き
る
か
は
未
知

数
。
ま
た
火
力
発
電
所
も
ト

ラ
ブ
ル
な
く
連
続
運
転
で
き

る
か
と
い
う
点
に
は
リ
ス
ク

が
あ
る
。
日
本
列
島
全
体
で

電
力
需
給
は
綱
渡
り
で
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
節
電
の
取
り

組
み
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す

強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　
経
産
省
と
し
て
は
、
節
電

サ
ポ
ー
ト
事
業
以
外
に
も
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入

・
普
及
の
促
進
や
技
術
開
発

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が

年
度
か
ら
５

年
か
け
て
行
っ
て
い
る
「
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
新
技
術
開
発

事
業
。同
事
業
は
幅
広
い
分

野
に
応
用
で
き
る
基
礎
技
術

の
研
究
開
発
を
支
援
す
る

挑
戦
研
究
フ
ェ
ー
ズ
、
同

事
業
終
了
後

年
以
内
に
事

業
化
や
製
品
化
が
見
込
め
る

先
導
研
究
フ
ェ
ー
ズ
、
同

３
年
以
内
に
事
業
化
・
製
品

化
で
き
る
「
実
用
化
開
発
フ

ェ
ー
ズ
、製
品
化
が
す
で
に

見
込
め
、
実
証
に
よ
り
着
実

に
導
入
で
き
る
「
実
証
研
究

フ
ェ
ー
ズ
」
の
４
種
類
に
分

け
て
公
募
、採
択
し
て
い
る
。

　

年
度
は
通
常
の
公
募
に

加
え
て
、
「
実
証
研
究
フ
ェ

ー
ズ
」
の
案
件
公
募
を
追
加

で
行
っ
た
。
電
力
需
給
の
解

決
に
寄
与
す
る
技
術
を
早
く

世
に
出
す
狙
い
で
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
の
導
入
を
加
速

す
る
。


